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１ 会議名 広報広聴委員会 

 

２ 日時 令和５年10月27日（金）                 午前11時24分開会 

                                 午後１時14分散会 

 

３ 場所 第２委員会室 

 

４ 出席委員 

川 原 慎 一 委 員 長、白 石 純 一 副委員長、髙 﨑 良 二 委  員、 

大 野 雅 子 委  員、川 畑 二 美 委  員、竹 原 信 一 委  員 

 

５ 事務局職員 

議事係主任 松 林 俊 介 

 

６ 会議に付した事件 

議会だより222号について 

 

７ 議事の経過概要 別紙のとおり 
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広報広聴委員会 令和５年10月27日（火）             開会 午前11時24分 

 

審査の経過概要 

○ 議会だより222号について 

川原慎一委員長 

それでは、ただいまから広報広聴委員会を開会いたします。 

本日は、議会だより222号の中間チェックを議題といたします。 

現在までの作成分としては、タブレットに掲載しておりましたので、今、皆さん方にお目

通しをされたというふうに確認したいと思います。 

それでは、暫時休憩します。 

 

（休憩 午前11時24分～午後１時２分） 

 

川原慎一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

まず、変更点の確認をいたします。 

表紙からです。これページ数を載せるということ、あと、委員会報告に関しては予算委員

会、議会改革、報酬等についてのこと、委員会で活発に議論ということで、載せるというこ

とですね。 

総括に関しては、第３回定例会総括というものを省きまして、学校規模適正化調査特別委

員会設置を可決ということで大見出しを打ち、この学校規模適正化特別委員会に関する修正

議案が出てるので、そこに関しての否決だったことを載せるということ。 

あと、阿久根市議会議員の議員報酬についての請願のところで、注釈で、そこから以後は

市議会議員の議員報酬についての請願ということで、変えるということを注釈で入れるとい

うことでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

委員会報告等に関しての。 

〔白石純一委員「２ページの下の」と呼ぶ〕 

２ページの下。 

〔白石純一委員「人権擁護委員の」と呼ぶ〕 

そうですね、濵﨑さんのは、再ではなく新に変わるということですね。 

〔白石純一委員「あとＱＲコードの簡単な説明ですね」と呼ぶ〕 

説明ですね。 

委員会報告の中の５ページ、渡辺議員がお出しになった写真はこのまま掲載。 

〔白石純一委員「何ページでしたっけ」と呼ぶ〕 

５ページです。 

８、９ページの討論のところは、写真で、透かし絵で何か話し合ってる感じで。 

〔竹原信一委員「ごめんなさい、５ページのところでさ、随分隙間が大きく」と呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「大きな写真にしたらどうですか」と呼ぶ〕 

そこはやりますか。 

〔竹原信一委員「委員長報告の白石委員長のやつを上にあげて、中身をもうちょっと、大
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分端折ってあるんじゃないの。特別委員会のほうのボリュームぐらいしてもいいんじゃな

いの」と呼ぶ〕 

次のページに入ってます。 

この表、もっと小っちゃかったんですけど、これ大きくしてます。 

〔竹原信一委員「そうか」と呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「そしたらもう写真を大きくするしかないですね」と呼ぶ〕 

〔白石純一委員「そうですね、写真はできれば２段組ぐらいがいいと思いますけど」と呼

ぶ〕 

ちょっとここは。 

〔川畑二美委員「文章もちょっと大きくしてあげたら」と呼ぶ〕 

〔発言する者あり〕 

討論等の誤字に関しては、しっかりとするということでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

一般質問の白石議員のは原案どおりに変える。元に戻すということ。 

ほかに関しましては、それぞれの写真に注釈がない部分に関しては、もう１回お願いをし

て入れるということ。 

白石純一委員 

私の一般質問のところで、写真は２段組位だったと思うんですけど、じゃなかったっけ。 

スペースがですね、たぶん川原委員長がこれ提案したのでは増えてるので、文字数が足

らんかったということ。 

川原慎一委員長 

右にあれやったね。 

白石純一委員 

オリジナルに戻せば、２段組にできるんじゃないかなと思いますけど。 

ちょっと見てみてください。 

川畑二美委員 

私も今気づいたんですけど、９ページ、私の部分の過疎化のいちだん。いちだんというの

は、平仮名で、いちだんになってる。 

〔白石純一委員「いいんじゃない。今、本会議中、ごめんなさい」と呼ぶ〕 

白石純一委員 

過疎化の一員になっているじゃないですか。誤字じゃないですか。 

〔松林議事係主任「一因だと思って聞き直したんですけど、いちだんとおっしゃってて」

と呼ぶ〕 

白石純一委員 

そうですか。 

〔竹原信一委員「これ一因でないと意味おかしくない。直せばいいじゃん」と呼ぶ〕 

川原慎一委員長 

でも、御本人、いちだん。 

〔発言する者あり〕 

〔竹原信一委員「過疎化のいちだんになっているってどういう意味で言ったの」と呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「過疎化が増えているということを言いたいわけ」と呼ぶ〕 
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〔竹原信一委員「一因になってるのではなくて、過疎化集団になってるという意味で」と 

呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「集団っていうことではなくてですね、多くなってるっていうことを伝え

たかったから、わけです」と呼ぶ〕 

今、休憩中じゃないですよ。 

白石純一委員 

こういうのはどうですか。 

いちだんだと分かりにくい人もいるかもしれないので、人口も減り、過疎化になっている

がゆえ。あるいは過疎になっているがゆえ。 

〔川畑二美委員「分かりました」と呼ぶ〕 

川原慎一委員長 

川畑委員よろしいですか、それで。 

〔川畑二美委員「いいです、はい」と呼ぶ〕 

じゃあ事務局、そう修正をお願いします。 

一般質問過ぎまして、最後のページに関しては特段なかったですが、これでよろしいです

か。 

〔発言する者あり〕 

ということで。 

それでは、以上のとおりの修正ということで御異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

本日の議題は以上になります。 

次回の開催は、議会だより222号の最終チェックを議題として開催しますが、校了予定が

11月２日となっており、11月２日は原発の視察になってます。 

もう１日しかないですが、よろしいでしょうか。 

〔竹原信一委員「11月１日」と呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「ちょっと都合が悪いです。30、31日ではだめなんですか」と呼ぶ〕 

休憩します。 

 

（休憩 午後１時11分～午後１時14分） 

 

川原慎一委員長 

それでは休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

11月１日水曜日の午前10時から開催したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認め、そのように決しました。 

以上で、広報広聴委員会を散会します。 

 

（散会 午後１時14分） 

 

広報広聴委員会委員長 川 原 慎 一    


